
「システム運用業務一式」調達仕様書に対する意見

Ｎｏ． 調達仕様書・委託要領・ ページ 章 項番 仕様書（案）の記載内容 当甑‐

　

・．：：：対する意見又は質問 修正を要望する場合の修正案と理由 回答

Ｉ 委託要領 ２ ２．委託条件 （２）①統括管理責
任者の設置

統括管理責任者は、情報システムに係るプロジェクト
計画、推進及び管理等の業務経験を１０年以上有し、全
国規模のシステム運用事業において統括責任者として
の経験を有していること又は、これと同等と評価でき
る能力を有する者であること。

記載内容にある「情報システムに係るプロジェクト計
画、推進及び管理等の業務経験を１０年以上有し、全国
規模のシステム運用事業において統括責任者としての
経験を有していること」について「業務経験を１０年以
上」及び、「全国規模のシステム運用事業」のご要件
に関しまして緩和いただく事は可能でしょうか？

修正案：統括管理責任者は、情報システムに係るプロ
ジェクト計画、推進及び管理等の業務経験を充分に有
し、大規模のシステム運用事業において統括責任者と
しての経験を有していること又は、これと同等と評価
できる能力を有する者であること。
理由：業務経験期間やエリアの規模間を限定せずに広
く評価できる能力を有するものをアサインする事を検
討したいため。

仕様書のとおりとします。

２ 委託要領 ６ ２．委託条件 （７）②ア品質管理
責任者の設置

システム開発等の情報処
有すること。 験年数を１０年以上有すること」について、ご要件を緩

和いただくことば可能でしょうか？
理由：本案件はシステム運用業務の調達となってお
り、システム開発経験等は必須としてしまう事によ
り、アサイン可能なリソースの幅を狭めてしまうた
め。

仕様書のとおりとします。

　　

，

　

“●

　

閣；します３ 委託要領 ９ ２，委託条件 ｛１０） 作業場所については、原則として協会が指定する作業
場所で業務を実施すること

協会本部（都内）、運用監視センター（現在は都内にあ
るが今後も都内の想定）、東日本データセンター（神
奈川県）、西日本データセンター（広島県）の具体的な
所在地を開示いただくことは可能でしょうか？

　　　　　

閣；します。

．

　　

▲

４ 委託要領 ２１ ８．留意事項 （４）⑩ 協会は、受託者が情報の漏えい、委託業務の遷延、不
履行、物品の誤配送、粗悪な品質等、受託者の責に帰
する事由により協会に損害を与えた場合受託者の契約
違反が判明した場合には、契約解除、一定期間の氏名
停止等の処分を行うとともに、損害賠償請求を行うこ
とがあるので注意すること。

「損害賠償請求を行うことがあるので注意すること」
とあるが上限金額の考え方について開示いただくこと
は可能でしょうか？

開示はできません。

５ 調達仕様書 ２▼Ｉ
稼働時間

表２－１及び注記 システム稼働時間は原則２４時間３６５日とし、年数回の計
画停止を実施する。サービス別の提供時間、夜間バッ
チ、定期メンテナンス等の除外時間を定める。

年数回の計画停止の頻度をご教示ください。
計画停止のフローや手順はございますでしょうか。

　　　

ー

期間です。

６ 調達仕様書 １‐ｌｏ １章 １・７ 項番４：第４世代
時期：令和１２年１月

表１‐５、主要マイルストーンに第４世代と記載されてい
ますが、今回の契約期間は令和１１年１２月３１日までであ
ることから、今回の調達において第４世代の受け入れは
本調達には含まれない認識でよろしいでしょうか。
（次々 期の調達に含まれる想定）

委託業務における作業スコープを明確にするため、本
調達の対象となるか対象外となるか追記をお願いいた
します。

第４世代の受け入れは今調達ー」は含みませんが、情報
提供等の協力を依頼する場合があります。

７ 調達仕様書 ２▲Ｉ ２章 ２．２ ※５

　

令和９年１月より６時００分～翌日３時００分
（第３土曜を含むを除く）に提供時間帯が変更となる
想定です

「第３土曜を含むを除く」となっていますが、こちらは
「第３土曜を含む」「第３土曜を除く」のどちらなの
か、わからない状態となっております。

「第３土曜を含む」または「第３土曜を除く」に修正を
お願いいたします。

誤植となります。」ｊｉ；；↓踏まえて、仕様書を修正し
ます。

＜修正内容＞
（第３日曜日を含む土日、年末年始はサービス停止）

・

１／４



「システム運用業務一式」調達仕様書に対する意見
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ページ 章 項番 仕様書（案）の記載内容 当まｒ－：三一‘：対する意見又は質問 修正を要望する場合の修正案と理由 回答

８ 調達仕様書 ３‐６ ３章 ３．４ アプリケーション改修等の対応に伴う支援

アプリケーション改修及び新規システム開発プロジェ
クト、基盤製品の追加及び更改が発生した場合は、必
要に応じて以下作業を実施すること。

アプリケーション改修及び新規システム開発プロジェ
クト、基盤製品の追加及び更改においては、運用開始
に向けた準備や関係事業者との調整・情報共有が必要．
となる場合があります。改修等に伴う運用対応の内容
をより明確にする観点から、必要に応じて本項への追

記をご検討をお願いいたします。

改修等に伴う運用対応の内容をより明確．・するため。

追記（案） 以下の下嫌箇所

アプリケーション改修及び新規システム開発プロジェ
クト、基盤製品の追加及び更改が発生した場合は、必
要に応じて以下作業を実施すること。また、各事業者
とミ高官連燦券とり．改修等に対し体制を整え対応する

貴重なご意見として賜ります。

こと

９ 調達仕様書 ３－６ ３章 ３．４ （１）運用テスト計画策定／運用テスト等の実施運用
（２）運用マニュアルの改訂に伴う引き継ぎ

該当固所の記載について、リード文と本文▽ノ改行が崩
れているように見えます。ご確認いただき、必要に応
じて修正をお願いいたします。

修正（案）

｛１）運用テスト計画策定／運用テスト等の実施運用
運用テスト計画書やテスト仕様書の作成 …（省略）

（２）運用マニュアルの改訂に伴う引継ぎ
既存の運用マニュアルが改訂された場合 …（省略）

誤植となります。ご指摘を踏まえてて
す。

　

ｌｏ 作業一覧 ３／７
（ページ）

３５ ジョブの走行状況を確認し、問題が発生した場合は、
停止・調整・再実行等を行う

情報系システムにおけるジョブ走行状況の確認におい
ては、現状では協会様にて導入されている運用監視端
末ではなく、運用事業者にて準備している端末および

回線で実施しております。
現行運用の状況も踏まえて、運用事業者が変更した場
合、準備が必要となることが想定されるため備考等に
補足いただくのはいかがでしょうか。

現状を硝よえて、以下の文言を傭 モ」’蔓ｒ－－９るのは
いかがでしょうか。

参考として、現状では情報系システムのジョブ走行状
況確認では、受託者側で準備した端末及び回線（冗長
化）を利用して運用している

員重なご意見として賜ります。

　

１１ 評価項目一覧及び採点表 ２．７ 本業務において重点的に管理すべき問い合わせ等につ
いて想定される発生事象を特定し、問い合わせ量に応
じて、業務への影響を生じさせないようなリスク対策
が具体的に提案されているか。

評価項目において「重点的に管理すべき問い合わせ」
及び「問い合わせ量」が記載されておりますが、シス
テム運用において重要となる障害管理・障害対応につ
いても評価観点として明示いただくことで、事業者の
運用品質をより適切に評価できるものと考えます。

システム運用における障害対応を評価対象とされるか
ご検討をお願いいたします。

員窒息ご意見として賜ります。

　

１２ 調達仕様書 Ｐ３‐４ ３ ２ （１）セキュリティに関する情報収集や脅威に対する分析
を行い、定期的に協会に報告を行うこと

脅威分析の対象とする情報・システムの範囲、および
協会への報告対象とする脅威の判断基準（重要度・影
響度等）をご教示ください。

脅威分析リノ対象範囲およひ報告基準を明記いただきた
い。
分析範囲および報告基準により、必要な専門体制・工
数が異なるため。

「協会情報ーキュリティ規程」に記載があります。
「協会情報セキュリティ規程」については契約締結
後二

　

開示予定です。

　

１３ 調達仕様書 Ｐ３＋４ ３ ２ （３）システム改修等が発生した場合に、改修要件等につ
いて、セキュリティ観点での確認を行い、対策支援を
行うこと

セキュリティ観点での確認およひ“釆ス仮について、
受託者に求められる具体的な実施内容（確認対象、確
認方法、成果物、関係者との役割分担）をご教示くだ
さい。

セキュリティ観点ぐｖノ唯涛」貝日、又順刊山およひね曳果
物を明記いただきたい。
設計レビュー、リスク分析、対策立案等の実施範囲に
より、必要なスキル・工敦が異なるため。

「協会情報ヒキュリティ規程」・Ｌ準拠しているかの祷
認および関連事業者と連携して必要な対策支援を実施
してください。

２／４
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要件定襲書

　

ページ 章 項番 仕様書（案）の記載内容 当該記載内容に対する意見又は質問 修正を要望する場合の修正案と理由 回答

　

１４ 調達仕様書 Ｐ３－４ ３ ２ （４）ベネトレーションテストを円滑に実施するための対
応を行うこと

受託者に求められる刃～刊山は、日任”－」．

　

．”－－
運営まででしょうか。それとも、テスト方針・内容の
検討支渥や結果確認まで含まれるでしょうか。具体的
な実施範囲をご教示ください。

ペネトレーションテストにおける受託者の実施範囲お
よび成果物を明記いただきたい。
専門的なセキュリティ評価業務の有無により、必要な
体制・工数が異なるため。

が円滑に実施できるための事前準備、テスト環境構築
およびテスト実施時の対応を実施してください。

　

１５ 調達仕様書 Ｐ３‐５ ３ ３ ４）恒久的な対応策を提案すること 恒久対策の従来‘－ついて、受託者に求められる実施範
囲（原因分析、対策案の策定、関係事業者との調整、
実施後の効果確認等）、ならびに立案・承認の主体を
ご教示ください。

恒久対策ｉ‐躍る受託事のス舵兇凹、ヱ釆土体および承
認主体を明記いただきたい。
対策内容によっては、システム設計や製品に関する専
門知識・追加工数が必要となるため。

関連事業者と協力して、能動的に恒久的な対応策を提
案してください。

　

１６ 作業一覧 Ｉ 共有 １６ 協会支援
協会職員から依頼事項等についての対応を行う。

「ぼく親事項等」とし（想定される具体的▲業務内容、
対応頻度、想定件数・工数および対応時間帯をご教示
ください。

又，友“ふとなる業務、対応報度、想定件数・エ数
び対応時間帯を明記いただきたい。
受託範囲および見穣条件を明確にするため。

依頼ごとに対応内容や所要時間が異なることから対応
時間についても一律のご提示はできません。
一例としては、システム監査時の情報提供等を依頼し
ています。

　

１７ 作業一覧 ２ 基盤運用 ｌｏ Ｍｉｃ「ｏｓｏｆｔ更新プログラムインポート作業
マイナンバー管理システムのＷＳＵＳに対し、Ｍｉｃ「ｏｓｏｆｔ
更新プログラムのインポート作業を行う。

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ更新プログラムの選定、影ａ計画および適用
可否の判断は、受託者の卒

””－

　

ｉ

　

ａまれるでしょう
か。各作業の実施主体および承認主体をご教示〈ださ

Ｍｉｃ「ｏｓｏｆｔ更新プログラムの選定、形］－，髄、適用ｎ」舎
判断およびインポート作業について、各作業の実施主
体・承認主体ならびに受託者の実施範囲を明記いただ
きたい。
受託者の責任範囲および必要工数を適切に見積もるた
め。

Ｍ－じｒＵＵ，再ノズガＴノｕグラムｖノ越止、影響可否、適用可
否は基盤運用の役務に含まれません。
更新プログラムをＷＳＵＳサーバヘインポートする作業
となります。
本番環境

　

３～５時間、保守環境

　

４～５時間

　

１８ 作業一覧 ２ 基盤運用 ２３ セキュリティアラ一ト陪記作業
各種セキュリティ対策製品から発報されるアラートの
確認を行う。

受託者に求められる対比、↓山，ょ、アラートの一次確
認、初動切り分けおよび関係者へのエスカレ一ション
まででしょうか。詳細分析、影響判断および対策検討
を含む場合は、その範囲もご教示ください。

アラートの－次確認、初勃切り分け、詳楓刀蟹、影響
判断およびエスカレーションに係る役割分担を明記い
ただきたい。
関係者間の責任分界を明確にし、適切な実施体制を構
築するため。

基金三面は

　

崎毒範、初動切り分け、エスカレーショ
ン、セキュリティ統括は詳細分析、影響判断、および
対策検討を実施します。なお、対策検討にあたっては
保守事業者と連携して実施します。

　

１９ 作業一覧 ３ 基盤運用 ３８ バックアップ／リストア作業
各種データ、設定情報のバックアップ／リストア作業
を行う。（バックアップは自動処理で取得するが、異
常が発生した場合、手動でバックアップ／リストアを
行う。）

手動によるリストアを実施マ三二

　

六ｆ」未件、判断
体、承認者および承認フローをご教示ください。ま
た、標準手順書の提供有無についてもご教示くださ

および標準手順書の提供有無を明記いただきたい。
データ消失等の重大な影響を伴う作業であり、責任分
界を明確にする必要があるため。

を判断し、作業依領します。運用マニュアルは契約締
結後に開示します。

　

２０ 作業一覧 ３ 基盤運用 ３９ バックアップメディア管理
バックアップメディア（ＬＴＯテープ）にバックアップ
したメディアの入れ替え、クリーニング、搬送のため
の保管等、管理を行う。

バックアップメディアの入れ替え、クリーニングおよ
び搬送に係る保管等について、実施場所、現地対応の
要否、対応時間帯ならびに年間想定件数をご教示くだ
さい。

間想定件数を明記いただきたい。
移動工数および要員配置の前提を明確にするため。

なります。また、東日本ＤＣの作業は、１か月に１回（５
～６時間）の作業になります。

３／４
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ページ 章 項番 仕様書（案）の記載内容 当 ；；”吉舎；Ｊｊ；る意見又は質問 修正を要望する場合の修正案と理由 回答

　

２１ 乍業一覧 ３ 基盤運用 ４２ 災対環境切り替え／切り戻し作業
災害発生時時、災対環境への切り替えを実施する。

災対環境への切替え・切戻しについて、災害宣言、実
施判断、承認および作業実施の各主体をご教示〈ださ

災対環境への切替え・切戻しに係る判断主体、承認
者、受託者の実施範囲および連絡・指示系統を明記い
ただきたい。
ＢＣＰ発動時の責任分界を明確にするため。

協会で実施可否を判断し、１ｒ米……します。

　

２２ 乍業一覧 ３ 基盤運用 ４７ ネットワーク遮断／端末隔離作業
ネットワーク遮断／端末隔離を行う。

ネットワーク遮断および端末隔離について、実施判
断、承認取得、作業実施および解除判断の各主体をご
教示ください。

ネットワーク遮断およひ漏木偏謎に係る」，土体、承
認者、受託者の実施範囲ならびに解除手順を明記いた
だきたい。
受託者の責任範囲および必要な体制・工畝を適切に見
猿もるため。

ｍ石、夫お『ｎと判断し、ｒト栄式、領します。

　

２３ 乍業一覧 ３ 基盤運用 ６５ 媒体持ち出し／持ち込み作業
媒体の持ち込み／持ち込みの対応を行う。

媒体の持出し・持込みに係る作業について、実施場
所、現地対応の要否、対応時間帯および年間想定件数
をご教示ください。

現地作業場所、現地対応の要否、対応時間帯および年
間想定件数を明記いただきたい。
移動工数および要員配置の前提を明確にするため。

実施回数は４０～５０回／月です。
対応時間は３０分～１時間／回程度です。
作業場所は、連行監視室です。

　

２４ 作業一覧 ４ 基盤運用 ７１ 運用監視センター定期点検対応作業
運用監視センタ一における定期点検の伴う停電時の計
画を立案し、対応を行う。当日は、運用監視センター
以外での運用作業の実施やシステム機器の停止／起動
等を行う。

運用監視センターの定期点検に伴う停電について、年
間の実施回数、想定時間帯および停電時間をご教示く
ださい。また、当日に受託者が実施する作業内容、ｆｔ
替の運用場所ならびに各拠点で必要となる対応をご教
示ください。

定期点検の実施回数・．門…・斤亀吋ｍ」、当日の実施
作業、代替の運用場所および各拠点での対応内容を明
記いただきたい。
年次イベント時の必要体制・工数を算出するため。

敦、時期は変動します。
Ｒ８年度については、ピルの法定点検は８／１６６：００‐２５：００
に実施され、運行監視センターのシステムの停止は、
８／１４１９：００－８／１７４：３０で実施しました。
基盤運用事業者にて、運用監視センターに設置のサー
バ、ネットワーク機器等を実施、システム停止期間
中は東日本ＤＣで代替運用を実施しました。

　

２５ 乍業一覧 ６
統括

Ｉ 脆弱性情報の収集管理
各システムの構成情報に基づき、国内外で公開される
脆弱性情報を継続的に収集する。協会システムに該当
する脆弱性についてリスク評価を実施し、脆弱性情報
を一元管理する。

脆弱性情報の評価および協会への報告に係る基準は、
受託者が策定する想定でしょうか。それとも、協会が
定める基準に基づき運用する想定でしょうか。基準の
策定主体、承認主体および運用主体をご教示〈ださ

脆弱性情報の評価・報告基準について、策定主体、承
認主体および運用主体を明記いただきたい。
関係者間の役割分担ならびに業務実施範囲・見積前提
を明確にするため。

協会システムｖノ冊隅ｉ白報およじ もふし‘； にお渡しす
る「協会情報セキュリティ規程」に基づき、受託者に
て策定し、脆弱性情報を報告いただきます。

　

２６ 作業一覧 ７ セキュリティ
統括

１８ セキュリティインシデント対応訓練支援
協会ＣＳ－ＲＴ及び厚生労働省とのセキュリティインシデ
ント発生を想定した連携訓練への対応、協会への支援
を実施する。

セキュリティインシデント対応訓練支援について、訓
練計画の策定、シナリオ作成、関係者調整、訓練運
営、評価および結果報告のうち、受託者に求められる
実施範囲をご教示ください。また、年間の想定実施回
数もご教示ください。

前沫；：国ｖノ策定、シナリオ作成、巽甑：；；蓬、訓煉埋
営、評価および結果報告に係る受託者の実施範囲なら
びに年間想定回数を明記いただきたい。
必要なスキル要件、体制および工数を適切に見積もる
ため。

年１回の想定です。
計画段階より参画いただき、訓練が円滑に実施できる
ための事前準備、当日の訓練対応等の実施を想定して
います。

４／４


